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文責 ： 校 長 山口敬博

～いつでも・どこでも・だれとでも～ 副校長 安樂智史

2学期に行われた各種行事で、
各学年の子どもたちが素晴らしい頑張りを見せたことを、学校だよりでもお伝えしてきました。
それは、「のんのこまつり」に始まり、4年生の「社会科見学」、6年生の「小体連」と続き、
5年生の「宿泊体験学習」、4年生の「音楽会」、6年生の「小体連」、
そしてつい先日お伝えした地域行事「通学合宿」まで、
行われた全ての行事で、子どもたちは、めあてを掲げ、意識を高く持ち、
当日までの学習を生かした、素晴らしい姿を見せました。
その高学年の頑張りは、機会を捉えて全校で共有しました。
そして、上級生の頑張り、みたちっ子としての自覚ある姿は、
低学年の子どもたちにも確実に伝播しています。

まずは、11月7日(木)8日(金)に行われた、3年生3年生の社会科見学社会科見学です。
バス利用の関係で2組ずつ2日に分かれて行われた3年生の社会科見学ですが、
引率した田口主幹は、帰校後次のように話してくれました。

見学態度は勿論のこと、学習への意欲が素晴らしかったです。
特に『しっかりとメモを取る』に関しては意識が高く、
栞のメモ欄が真っ黒になるほど、しっかりとメモを取っていました。
また、国語科で学習した「町中にある絵文字や標識」を見つけては、
「あっ、ここにもあった」と言い互いに見つけ合うなど、
普段の学習を他の場面でも想起する姿も素晴らしかったです。

子どもたちは、出発式・到着式での態度も素晴らしく、
・普段の教室での学習をしっかりと見学地でも態度で示そう、
・感謝の気持ちをあらわそう、

という気持ちが、その表情や態度からも見て取れました。
まさに「いつでも・どこでも・だれとでも」を意識できた、3年生の姿でした。

続いては、11月７日(木)に行われた、2年生2年生の町探検町探検です。
この町探検は、本来10月22日(火）に計画されていたものですが、
悪天候のため、この日に延期されたものです。前号でお伝えしましたが、
この日は、子どもたちの安全を守るため地域の方々7名が、安全サポーターとして同行して下さり、
４グループに分かれて、校区内の商業施設の見学を行いました。
引率した担任や地域の方々からの話を伺った子どもたちの様子は
・話をしっかりと聞いて、反応したり、メモをとることができた。
・行き帰りで、すれ違う方に気持ちの良い挨拶ができた。安全に気をつけた歩き方もよかった。
・事前の練習を生かし、内容が相手にきちんと伝わるインタビューができた。
・更に、話を聞いて疑問に思ったことは、考えていた質問以外でも質問できた。
・「失礼します」「ありがとうございました」など、礼儀正しい行動が取れた。

など、それまでの学習の成果を発揮できたようです。
2年生担任からは、

訪問先やボランティアの方々への感謝の気持ちをもつことができました。自分
たちの町の「すてき」をたくさん発見できた一日でした。支援ボランティアの
方々の協力のお陰でできた町探検でした。待機中の子どもたちや、行き帰りの
安全への配慮、子どもたちの優しい声掛けに感謝です。

といった感謝の言葉が聞かれ、
ボランティアの方々へは、手書きという形で子どもたちからのお礼をお届けしました。

そして最後は、「図書ボランティア『つくしの会』の皆様による「読み語り」「図書ボランティア『つくしの会』の皆様による「読み語り」です。
この読み語りは,一昨日11月12日(水)の昼休みに、体育館で行われました。
詳しい内容は、改めてお伝えしますが、この時間の子どもたちの態度が素晴らしかった！
実は、昨年の「読み語り」の際、会場がざわついたり、
プレゼントを貰うときにマナー違反があったりで、それが心配でもありました。
しかし今回、子どもたちの態度が一変。
入場時、最初に入ってきたのは2年生だったでしょうか・・・？
一言もしゃべらず、自分たちで前から詰めて整列し、静かに座って待つ・・・。
その後に来た子どもたちも、先に待つ子どもたちをも習って、静かに粛々と待っている。
そして会が終了し、退場するまで、子どもたちの態度は素晴らしいものでした。
今回、昨年度を反省しての事前の指導はしていますが、
間違いなく、子どもたちの成長の一部に他なりません。
嬉しいことが続き、ついつい学校だよりを連投してしまいました(*^o^*)

❏令和６年度スローガン
笑顔あふれる
「み」みつけよう夢を
「た」高めよう志へ・助け合おう友と
「ち」知恵と
「や」やる気と
「ま」真心で
～いつでも・どこでも・だれとでも～

【ひとり言】
前号で、
健康委員会による
「自分たちで学校生活を
より良いものにしていく取組」
についてお伝えしましたが、
子どもたちの積極的な善行は
他の所でも見られています。

例えば、
水曜日の朝(始業時間前)、
5年生の子どもたちが
ビニール袋片手に、
学校敷地内のゴミを
拾い集めてくれていました。
「進んでやってくれているの？」
と尋ねると、
笑顔で「はい！」と答えました。

実は今、児童玄関を入った所に
スポーツといえば
バスケ？orサッカー？
ゴミのないきれいな
学校をつくりましょう！
という貼り紙と共に
「バスケ」「サッカー」
と書かれた２つのゴミ箱
が設置されており、
それぞれのゴミ箱には、
運動場で拾ったと思われる
カラのペットボトルや
ビニールゴミなどが入っています。
2階・3階にも、
『朝ご飯はパン？ご飯？』
『おにぎりの具は、

シャケ？ツナマヨ？』
などの貼り紙＆ゴミ箱が
設置されています。
これは、環境委員会の取組で、
校内環境美化を、
楽しみながら行うための
取組(工夫)です。

もしかしたら、
先に紹介した「朝のゴミ拾い」は、
環境委員会の作戦と
連動したものかも知れません。
いずれにしても、
子どもたちが、
「自分たちの手で
より良い学校を作ろう！」

と行動していることは
間違いありません。
子どもたちの意識の高まりを
嬉しく感じつつ、
このような行動が、
どんどん広がっていくことを、
期待せずにはおれません！
(*^o^*)


